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觀
ぐ
金
貨
^

ぐ

」

試
み
、
‘

求
に
應
じ
て
小
s

f

f

i

の
金
貨
を
钭
出
.

流
通
委
し
て
ゐ
，る
妯
何
な
る
形
式
の
金
本
位
が
貨
幣
现

|
|

か
ら
論 

じ
て
も
»

際
か
&;

觀
て
も
.

最
も
過
當
の
も
の
で
"

あ
る
か
、
ど
云
ん
問
題
^
就
い
て
全
く
根
本
的
の
研
究
の
行
は
れ
れ 

の
’

汍
近
华
れ
通
じ
て
.

た

'
T
,

度
あ
る
の
み
f

あ
a

て
、
而
も
そ
れ
、は
印
度
璐
制
調
« .

麥
員
#

パ
><
|

。
目
叫
0

。
日
日 

の
成
し
た
所
で
あ
る
，。
此
委
興
會
ば
：印
度
の
幣
制
改
革
k

i]
して取案完成の仕一

 

加
ニ
五
年
八
刀
に
委
託
せ 

ら
れ
、
ニ

九
.

ニ
六
卬
六
月
ー
1:
|'
:

1

麥

街

を
© -

し

て

ゐ

も
.

I 

.
- :
:

:

、

,

.

;

. 

へ
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三
.
.
■ン
1

I'
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. 

. 

-

.
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. 

. 

' 
:

■
:
■'
.ワ
.
.:■
.
■.

rf
j

度
は
通
過
膨
脹
の
過
害
^
の
も
の
は
之
を
免
れ
た
諸
國
の
'
ー‘
^
屬
し
て
居
る
が
、
併
し
其
代
6

に
他
の
諸
_
に 

於
け
る
人
鐵
的
の
貨
龄
作
.出
の
影
！̂

3
剛
探
で
ば
あ
る
於
劇
し
く
蒙
つ
た
。
；を
れ
が
た
，：Q
R:

、
他
の
諸
國
が
貨
幣
k
 

就S
.

て
嘗
か
た
ど
同
歡
の
經
驗
釔
將
來
出
來
る
史
繰
ん
返
へ
t

乙W

な
き
本
位
響
k

R:
.
、

政
ら
/L
1

ビ
欲
し
て
®
る

の 

で
あ
る
f

從
，
來
印
が
は̂:
;

^
尙
身
の
本
位
ゼ
持
だ
ず
、
、
一
の
"連
鎖
本
，
位
> ,
n
s
c
K
l
u
s
s
w

p:
h
3<
:
.
n
gを
有
し
て
ゐ
た
。
該 

,

國
0 -
,
,貨
幣
即
ち
<|
1

举
備
の
紙
« '
,

ピ.

I

の
偾
f t

は
破
ス
：タ
r

リ
ン
グ
：k
對
し
て
一
定
.の
.割
合
^
今
も
背
も
保
た
れ
て

, 

. 

• 

>Kif 

...
 

-
*
i
J 

.

.

.

..

. 

.「

、
.
> 

I
.
:
-
. 

•
.

居
る
の
：で
あ
つ
て
、
兆
割
合
は
戰
前
に
は

r

ル
ピ
ー

=
1
,

志
吗
片
の
.

關
係
に
相
常
し
、
そ
れ
に
緻
く
時
沏
^
は
屢
 々

變
见
3

れ
、
而
し
て
常
今
は
一

ル
ビ
I

n

1

志
六
片
の
關
係
R

安
定
し
て
ゐ
る
。
英
杏
利
の
磅
が
佥
^
對
し
て
共
不 

.

動
’

の
等
惯
關
係
を
.

鞭
持
し
た
間
は
、
印
•

度
1

金
爲
替
凇
位
‘

の
« :

に
屬
し
て
ゐ
た
。
.

蓋
し
.印
度
政
府
が
共
流
通
資
料
を

金
—

位

國

、

即

ぢ

英

畓

秈

の

貨

紙

1

:

寒

不

動

が

相

揚

釔

以

て

交

換

ず

る

こ

ど

に

依

0 .

て

、

其

流

通

資

料

は

金

の
 

j

定
A

很
{ C
T

. X
-

取

^

す

た

力
>b -

で
^ '
•る
‘

^

る
^

英
^

利

が
‘金

貨

本

位

國

た

る

特

@;
を

失

つ

て

動

播

す

る

本

位

の

闕
 

V」

な

つ

た

其

時

か
”
b

、

印

度

ば

最

卑

金

嫁
.稿

本

位

國

た

ら

エ

る
:̂

至

：つ

た

。

今

や
^ -
^

の

麗
^

跳

職

は

三

種

の

金

本
.

, #
0

何
^
^
も
1)

ぜ
ず
、
跑
ろ
其
英
诗
利
破
ど
の
爽
後
の
爲
^
、
共
時
々)

^

適
用̂

る
、
交
換
.關
係
R

從
ひ
‘、
破
の 

.

金
^

; »

じ
^ .
: ^

す
る
谓
値
^

起
る
ボ
&'

吹̂

變
跡
&

父
げ
だ
‘。
即̂
,

^;
,

れ
は『

ス
タ
し
リ
Z

グ
爲
# •
•

本
位』

特
有
の
型 

K

從
’づ
，てV
文
略
^

ル

泛
^

« :

る
、
。
'
_
‘
：
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ベ
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■

(̂

度
幣
制
«

* '
:

委
^

|

吵
«

'

^

^

^

«'

、斯
る
捋
« -

制
ぬ
は
印
度
に
ビ

つ.
て
へ
他
'

の
諸
.

國
，の
树
れ
^
對
し
て
も
然 

夺

管
.

)

、不
適
常
の
V

CO
'

■

で
，あ
V

O

從
4 '
e)
1

,

如
.

ぐ
、

ー
國
の
貨
鮮
か
变
ニ
科
の
‘

本
位
と
連
袼
し
、
而
も
其
浓
三
si

の
. 

貨
幣
广
く
の
.

も
0 ;
,

が
%

本
'
#:

货
、«

ビ
見
ら
る
ベ
&

が
西
が
は
.

當
.

該
國
の
本
’

位
が
.

其
時
金
^

齡
し
，て
有
.

す
，る
俏
# :
^

依
，つ 

て

，定

ぶ

が

如

，
き

場

合

B

は
、

®f

る̂

#:

ビ

の

紙

格|«,
係
ば
金
：
^

對
す
る
直
接
0'
.

述
歡
ビ

之
5:
.

;

代
骰
し
な
け
れ
-ば
な
ら
、

ぬ

取

る
&

^

2:
.

行

へ

ば

扣

梦

な
'
问

度

の

如

皮

は

-
ー
一
の
準
« ]
^

不

用

ビ
.
す

る
.
で

あ

ら
.ぅ
°

即
ち
印
度
^

は

笔

來
» | 

內
貨
«

の

、爲

の
« :
備
換
言
ず
れ
^

«

ル
ピ
I

ビ
«

«:
;

'
ダ
.
ピ
I

S
の

問
^

於
-け 

'

相
:£
/
:
'^ :
換
ぢ
保
，| @
ず

る

紙
® ;
準
備
‘

ビ
、
KI
W

貨
幣
.V」

寐
，ス
’

タ
I

リ
ン
グ
ビ
の
.

同
侦
嫩
#

の
爲
'
,の
.

所
謂
金
貨
本
位
準
備
ゾ」

が
#

し
て
ゐ
る
。
®

る
ル
ビ
i

 

の
1

ー
前
の
.

钩
4

が
^ .
:

く
無
用
で
あ
//「

^-

ど
^ :

、
旣
k

皁
く
勝
ゲ
觀
擦
3

れ
だ
，。

V
。

ヒ
I

の

流

贩

が

紙
^ ,
^*
'
«'
.?:
:
'
贩

じ
 

て
縮
少
^

ふ
.

れ
^ .

、
そ
の
縮
少
は
.

グ
ビ
ー
相
場
2:
'

有
利
^

點
く
爲
‘
^

.

金
貨
本
位
芈
備
2:
,

通
じ
て
計
’
«

的
^
行
つ
た
ビ

同

二

の

影

繁

、

ル
ビ
ー
の
.

對
外
ff
i

値
に
^ '

ぼ
し
た
。
-

-

-

-

-

-

-

•

研

為

れ

ぱ

響
^
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要
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一
で
參
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l
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£
=
r

a

し
そ
の
觀
絡
教
逐
の
言
ぶ
所
は
全
く
®
を 

一
k

し
、

一
國
貨
幣
の
對
外
偾
値
を
改
善
せ
ん
が
爲
に
は
國
^ :
^
、1?
: 

:

の
流
通
を
縮
少
す
る
を
以
て
事
足
气
も
の
目
的
の
餘
に
す
る
儆
別
準
備
の
如
が
ぱ
邮
レ
無
州
で
お
る
ミ
鼠
ふ
の
で 

あ
る
ノ
幣
，制
調
资
委
員
會
の
草
案
は
斯
ぅ
述
べ
て
ゐ
る
。
將
來
は
た
^

一
 

の
準
備
、
殊
R

鐵
ル
ピ
ー
企
R

氏
序
ル
ビ 

I

の
立
法
上
確
吏
^

れ
た
金
偾
値
を
、
對
內
的
^

も
，對
外
的
^

も
.確
保
ず
る
所
吖
一
の
金
準
備
を
維
持
す
ベ
さ
で
あ 

る
.气
而
し
て
•そ
れ
に
：は
?a-

: ®

の
一
‘ \

ビ
I 
=

•

1

志
六
片
の
關
係
の
維
持
.が
樅
獎
3

れ
て
®

る
が
、
ど
の
方
®
式
の 

笫
二
項
ば
金
レ
リ
ン
グ
£
» .

す
べ
き
だ
ビ
云
ふ
$

大
な
變
1[
1

が
加
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
.

.

'

斯
様
に
印
度
^

對
し
て
は
裉
本
的
^

金
本
位
が
推
擧
攻
れ
て
居
る
。
併
し
以
上
述
べ
た
丈
で
は
、
三
a

の
金
ド
立 

®

中

の

何

れ

が

最

も

：逝

當

の
^;

の
：^:
し
て
指
示
^

れ
て
居
5'
.

か
'

は
、
之
を
未
だ
知
る
こ
^

が
出
來
ね
。
何
ど
な
れ
ば 

M

W -

貨
幣
ビ
金
ど
.の
間̂

於
げ
ふ
交
換
關
係
，の
確
保
，ビ
.

並
に
.金
準
備
保
有
の
规
定
.ど
は
三
種
の
本
位
制
總
て
k

IL

ハ、
1

 

の
も
の
で
あ
ク
、
た
ぐ
金
準
備
の
關
係
が
當
該
金
本
位
の
a

si
k

從
つ
て
變
る
だ
げ
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
委
員
#

 

の

報

ゼ

は

三

種

の
^

能
な
る
金
本
#

形
式
中
の

1
を
採
用
す
べ
き
B*
V

J

斷
然
應
め
て
思
た
る
^

も

拘

ら

ず

、

八
ヒ
卞 

«/

の
最
良
の
形
式
勿
何
の
問
©

^

就
い
て
は
之
を
斷
乎
ど
し
て
解
決
す
る
^

は
至
つ
て
®

ら
ぬ
、
寧
ろ
三
衫
式
の
可 

れ
も
が
一
般
金
本
位
國
ど
特
^

印
度
ビ
に
辦
ら
す
利
« ,

得
失
を
、
糈
細
^

述
べ
て
居
る
の
で
お
る
。

勿
論M

度
が
次
^

爲
す
べ
含
靡
ば
、
.磅
.
ス
タ
|

リ
>
グ
が
其
金
ど
の
同
愤
を
失
つ
た
時
に
切
れ
た
絲
を
巩
び
洁
ぶ 

ビ
宏
'ふ

乙
(1
、
言
ひ
換
へ
ふ
^,
金
爲
替
本
位
^

復
歸
す
る
ど
云
.ふ

こ
(£
で
あ
ら
ぅ
。
斯
る
_復
，酿
は
立
法
的
^
言
つ
て 

も
又
行
政
技
術
的
に
见
て
も
甚
だ
眾
純
な
事
で
あ
ら
ぅ
。
幣
制
關
係
宵
廳
が
赕
ス
タ
！
リ
ン
グ
を
一
定
ル
ピ
ー
相
場 

き

舊

代

ふ

る

に

新

規

ほ
■て
し
、
而
し
て
其
新
規
足
に
は
、
f

廳
は
外
W

金

雜

を

、
換

言
す
れ
：ば
.立
；法
上
の
金
貨
本
位
國
、
即
ぢ
第
二
k

は
合
#

國
宛
0

顧
替
手
«

を
«

制
：
_

^
寶
|

べ
，
く

、

而

も
* :
賣

： 

貝
は
相
；

S

離
る
、M

V
J

僅
.少
な
る
一
.定
偾
格
を
以
.て
す
べ
く
、
從
ひ
て
上
位
及
び
下
位
の
金
輸
送
點(

輸
出
及
び
輸 

入
a

)

が
定
6

其
間
^

ル
。ヒ
|

相
場
の
止
^

る
が
如
く
定
む
べ
き
で
あ
ら
ぅ
。

然
る
^

幣
制
調
资
委
員
會
は
金
燦
替
本
位
、
換
言
本
れ
ば
爲
替
述
Ji
l

V
J

之
^

關
聯
せ
る
流
通
數
最
の
變
動
ビ
^
侬 

つ’
て
以
み
一
定
.
の
金
■.セ
.很
it
M

n

ゼ
ら
る
、
低
^

貨
幣
の
奴
刺
V
C
- 

、
J b

刺
上
及
び
A

^

I -

の
H

由

.

.
か

ら

放

棄

し

て

れ
 

る

：
。.叩
#

の
人
民
は
金
ミ
同
惯
5:
-

有
す
る
こ
ミ
が
_

が
^

5

れ
て
房
る
貨
幣
を
以
て
交
易
を
行
ひ
度
き
*
紫
を
有
す 

る
め
事
1 4

は
、
之
を
考
慮
R

入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
ぅ
。
若
し
®

人
が
こ
の
希
紫
を
#

谥
k

入
れ
る
が
爲
に 

高
い
«

値
を
布
す
る
«

ル
ピ
ー
を
人
民
.
の
手
に
波
す
な
ら
ば
、
乙
の
鈒
貨
は
®

界
の
.鈒
偾
格
が
,

ビ
ー
熔
潰
®

# !
^
 

苕
し
.
.く
は
/

0
れ
以
上
化
騰
贲
す
る
時
は
何
盼
で
も
外
阈
^

流
出
す
る
^

で
あ
る
。(

乙
れ
は
戰
#

蔽
後
以
來
長
い
If
y

f c 

つ
た
こ
ど
で
あ
る
o)

是
化
反
し
て
紙
#

ダ
ビ
I

又
は
非
常
R

低

. «

の
«

水
ビ
ー
を
以
.て
交z

勿
の
瓜
に
供
す
る
な
ら
ば
、
 

乙
の
紙
幣
又
.
は

傷

貨

の

偾

値

を

適

常

の

囊

蕃
R

ょ
っ
て
金
ヾ」

等
惯
i c
-

維
持
し
て
も
、
乙
の
祺
は
人
民
の
絕
ぇ
ざ 

る
不
倚
を
»

く
^

至
ら
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
き
る
中
央
に
統 

一̂

れ
た
對
外
金
爲
替
寶
買
の
制
度
は一

般
人
段
，の 

II
R

k

は
見
え
ぬ
の
で
、
«

だ
杣
象
的
な
且
つ
秘
密
の
も
の
ど
な
6

、
を
れ
が
印
度
人
^

.
は
國
內
貨
幣
の
©

値
維
持
の
. 

た
め
^

十
分
な
做
證
S

は
見
.え
な
い
か
ら
で
あ
る
a

取
純
な
國
民
の
现
解
は
己
の
制
度
狀
在
つ
て
は
貨
幣
の
赀
後
^
 

何
等
具
體
的
の
も
の
?:
.
認
め
な
：

S

。
寧
ろ
た
ぐ
理
解
の
出
來
ぬ
磯
桃
が
あ
6

、
之
を
惡
意
の
又
は
無
能
の
常
屈
が
峙 

々
誤
用
す
る
こV

J

あ
る
の
みV

J

考
へ
る
の
.
で
あ
る
。
印
度
人
が
今
日
信
任
す
る
貨
幣
は
た
^「

つ
即
ち
を
れ
が
金
か 

ら
成
る
か
，或
は
■如
何
な
る
時
で
も
金v

j

交
換
し
#

ベ
&

も
の
a

る
か
何
わ
か
の
貨
幣
あ
る
の
み
で
あ
る
。(

故
に
そ
れ
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ラ
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务
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I

v

s

a

ル
V

は

ぎ

不

，

の『

逃

靜

で
f

、：
ご
の
S

は
S

の
S

备

？

は
数

-
K

f
i

獨
乙
の

&

姓

S

貯
金
•
下 

:タ
ー

レ

〜

を
落
藏
し
た
1

合

じ

喂

■

^ •
■

め
ャ̂

か
ゆ
で
^

る
^
斯
處
^ '
:
^

i

!:
!
0;

對
外
愤
,
ト
«'
-
.«!
す
ふ
丈 

で
は
ま
だ
十
 

<

刀
;*
^

な
ぃ
>

人
が
怀
時
で
^

^

偾
の
歡
- ^

货

胳

z
e
i
.
c
h
e

月

e
i
d

を
以
て
'

金
勝
た
る
%

^

久

銜

し# -
る

も

で
ぢ
‘ふ
？ 

. 

, 

. 

,

，•
^

^
^ -
の
^

符
ゲ
脊
へ
方
は
本
齋
ー
直
孤
^

金
貨
本
位
へ
s '
M

k
進
ん
で
ゐ
る
。
換
言
す
れ
ば
貨
«
流
通
の
一
部 

，刀
ば
企
fa
ょ
^

脱
6

、
4

似
の
低
|

ゆ
部
分
は
31
^

金
貨
2:
集
中
嘗
有
す
る
乙
ど
^

ょ
つ
て
何
時
(7
)
-* -
換
^.
も
^

赞 

^

る
/

亦
女
さ
，
箱
來
见
統
、の
意

l

i

R

Kけ
る
金
本
位
へ
の
道
，卜
梢
衣
し
て
ゐ
る
。

®

際
©

M
會
の
狼$

：

も
亦
、
印

' 

Ik
.の
m

i.
r

力
金
貨
本
位
へ
移
る
こ
ど
5:
;

切
^

望
ん
で
厝
る
& '
、

並

に#•
■•數

の

讲

网

家

及

び

が

ラ

を

推

獎

し

て

伋
 

る
1

2

し

。
S

5

拘

ら

ず

寶
2

、
S

式
の
金
木
？

亦

祟

は

W

度
？

？

，不
遵
常
の 

も

の

で

あ

含

艺

て

排

诉

し

て

，

Q

る
。
即
ち
、
鮝

基

す

れ

ば

、
紙
被
の
大
部
分
は
？

£

換
の
爲

S

示
S

れ
る
！̂
あ
^

ぅ
S

、
わ
れ
は
f

の
S

が
ら
危
S

あ
？

f

 

f

の
で
あ
る
。
報
5

語
勢
を 

^

^

©
め
け
^

0'

見
#

を
被
撾
し
て
思
る
。
金
^

流
私
^

放
出
す
る
こ
ど
は
、
總
て
中
* -
-

部
^

促
有
^

る
、
金
準
備 

論

s

!

i

i

£

&。
f

ぶ

の

J

は
只
S

S

の
技
術
阶
馨
n

f

、
£

行
業
務
上
の 

職

へ

さ

も

の

'

あ̂
る
。

の
準
備
の
上
に
ぱ
晏
t

信
用S

'
建
物
が
立
つ
て
f

、
乙
の
®
物
は
を 

の
？
^

か
^

)

す
る
S

り
て
直
ち
に
身4

し
取
け
れ
: f

ら

ぼ

。
见
に
、
集
中
便
5

金

贫

版

貨

，幣
中
ド
®

办
性
を
失
ふ
の
で
あ
る
。
蓋
し
和
對
的
(^
大
な
る
紙
幣
流
洫
の
み
が
、
需
要
^

應
じ
訐
喪
的
^
蹤
踮
さ
れ
或
は
縮
か
ノ

• 

. 

■■<..

 

.
 
:
 

...
 

.
 

■•
 

. 

. 

. 

.

>.
.
.
•
: 

.
, 

.
*
, 

»
. 

.

. 

I 

* 

• 

- 

■ 

. 

.
;
;
. 

- 

■ 

■

;
 

■ 

■ 

- 

. 

- 

,
• 

•

.

^•
•
れ
将
6-
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
ふ
。
如
ふ
ふ
^『

定
位』

貨
幣
?:
'
廣
く
金
貨V」

取
6

換
へ
る
こ
、

/」

は
多
大
の
数
;1
]
を 

必
要
ビ
す
る
办
で
あ
る
。
印
度
が
即
刻
金
貨
本
位
^

移
る
こ
ど
は
結
局
世
界
の
鈒
市
場
の
，み
な
ら
ず
10
:
界
の
金
市
埸 

に
も
11
1
:大
な
影
鬱
?:
'
.及
ぼ
し
、
^

つ
他
の
金
本
^

説
國
に
迷
惑
卜
蝴
く
る
こ
ビ
乂
を
る
で
お
ら
ぅ
。
而
し
て
其
影
«
 

は
佌
界
’の
金
利
ゼ
高
め
、

一

般
の
不
景
氣
k

惹
起
し
、
印
度
自
身
も
亦
兆
澎
歡
の
反
财
を
受
く
る
で
あ
ら
ぅ
。(

此
圾 

合
^

WT
を
決
し
で
ゐ
る
も
の
が
#

員
# -
-
向
身
ゆ
き
,

ょ
办
は
多
く
要
員
# -
が
ァ
メ
.
リ
ヵ
か
ら
晴
示
3

れ
た
見
解
で
あ 

ル
限
卜
、
斯
る
外
國
^-
對
す
る
斜
祖
’的
觀
終
は
該
報
^ -
の
极
攄
龈
粼
の
黜
で
あ
る
^
を
は
觅
に
灼
ど
し
て
、
該
報
街 

が
金
.@ 1
流
流
#

の
即
時
费
施
^

»
し
で
抱
い
た
懸
念
は
甚
だ
大
t

あ
っ
て
、
そ
れ
矽
像
に
金
货
4
4位

»
?:
-
放

髂

し

や
 

勝
纷
め
み
拍
が
ず
、
英
吉
利
金
®

_

T
加
ニ
〇
牟
以
乘
_

度
忙
靡
^

で
：s

_

J
:o
;

;

_

»fJ
e

_

b
# ;」

c

f

、' .
^

o
 

共
贫
斷
上
ゆ
效
.

咏
英
苗
利
の
爲
替
相
爆
.の
®

し
^
—

^

ビ
ー
對
ニ
志
に
I

f

|

し
た
場
合
に
の
み
視
は
れ
ん 

^•
の
.で
«>
-
る
0 '
^ /
、
乙
の
能
方
&

知
ら
^ -
る
場
合
に
齡
し
て
剝
奪
す
べ
刍
^'
の
で
^

る
、ヒ
.の
耍
求
_

へ
爲
し
て
©
る 

吹
で
私
が
。

I 

五

.

.

以
上
の
如
く
論
ず
れ
ば
喷
殘
る
所
は
筋
三
の
'金
本
位
形
式
即
?>
.
金
塊
本
位
制
あ
る
の
み
、で
あ
る
が
、
委
岚
命
も
亦 

之
を
極
办
主
張
.し

て

思

即

ち

印

庇
^

は
、金
に
跋
爾
を
置
’
い
た
.眞
0-
佥
本
位
で
は
あ
る
が
.、佛
し
布
密
ど
認
め
ら 

か
V

金
貨
*
''
通
を
缺
く
F f
:

&
本
位
?:
設
げ
んv

j

し
て
居
る
の
で
あ
が
。
國
即
货
« ;
比
從
來
6

fn
)
.
嫌
に
鈒
ル
ビ
I

ヾ

」

, 

唸
|^
_

_

で
お
る
的
、
6

れ
ぬ
做
時
で
ん
、
輸
卟
§

s

的
ゆ
馱
合
は
勿
論
べ
ビ
.丨
提
出
乾
の
'
!

M

故
の
妯
倾
を
则
は
ず

% 

*
-
. 

: 

- 
J
 

. 

i
. 

*
.
. 

擎 

l

*

t

.

、

.■■
•
•
-■
.
.
-
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•
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•

>
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五
'

要
求
代
應
じ
て
一
定
純
分
の
金
塊
^

*

換
^

る
、
、
~

台
も
のV

J

す
る
。撕
く
す
れ
ば
.ル
。ヒ
I

の
债
K

は
、外
國
R

於
け
る 

V
J

同
様
に
內
國
を
の
も
の
^

於
い
て
も
安
定
3

る
べ
く
、
.
又
全
世
界
の
而
前
で
金
こ
の
平
價
^
.維
持
3

る

、
辔
で
あ 

る
。
常
今
英
吉
利
に
行
は
る
、
樣
R

輸
納
の
最
低
取
位
贵
は
之
，を
四
页
ォ
ゾ
ス
‘V」

し
て
之
が
輸
納
を
取
ら
三
0:
0 .
主
，
 

要
锨
市
^

於
い
て
行
は
し
め
.、.
且
つ
，ヒ
れ
k

對
し
て
金
塊
の
價
格
を
平
價
1
A
 

|

制
丈
高
ノ
く
計
錄
す
る
ど
云
ふ
方
法 

を
用
ふ
れ
ば
、新
中
央
« :
行
は
金
の
逃
避
を
豫
防
す
る
こ
ど
が
出
來
る
ミ
信
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
。
勿
論
、T

h
e

 

I
r
o
p
e
r
i
a
i

 

B
a
n
k
.
o
f

 

I
n
d
i
a

k

對
し
て
V

は
な
く
、
右
の
如
き
新
中
央
顧
行
に
金
塊
本
位
^

對
す
る
*

谥
を
托
す
る
嵆
で
あ
る
0 

斯
る
方
法
で
人
民
の
帮
藏
慾
5:
;
市
揚
^

向
け
し
む
る
こ
ヾ」

が
批
來
る
ど
云
ふ
の
で
あ
る
が
、
そ
の
市
場
は
印
度
人
の 

金
！r
要
5:
•
今
^

r

wら
充
k

し
て
思
る
の
で
あ
る
。
併
し
ま
‘次
そ
れ
丈
で
は
人
々
は
此
»

^
就
い
て
全
く
安
全
.だ
^
云 

ふ
_

R
は
行
力
ぬ
丙
浪
人
の
金
^

對
す
る
欲
求
は
、
新
中
央
銀
行
の
準
備
c

m

lド
ニ
割
の
金
->
ニ
割
の『

金
# :』

) 

が
減
少
し
て
危
殆
に
頻
す
る
.ぼ
ざ
强
カ
な
も
の

V
J

し
て
、：
其
最
初
の
時
§

R

は
®

は
れ
る
か
も
知
れ
ぬ
し
、
又
を
れ 

は
あ
纟
得
る
’

こ
ど
で
あ
る
。
を
れ
故
に
委
員
會
は
、
比
較
的
高s

利
子
附
の
三
年
乃
至
五
年
內
^
金
に
兌
換
し
得
る 

貯
蓄
證
券
の
發
行
I

、
金
欲
求
者
中
少
く V

J

も
計
算V

J

利
子
.評
價V

J

を
心
得
へ
た
人
々
2:
.し
て
中
央
飯
行
の
金
塊
か 

ら
こ
の
證
券
^

向
は
し
ひ
る
を
得
る
ビ
の
假
定
の
下

^

推
獎
し
て
ゐ
る
。

乙

れ

^
就
い
-
て
委
員
龠
報
耑
k

は
/
Cれ
以 

上

參

照

し
. #
:
:ベ

き

も

の

が

な

い

。

祺
ろ
を
れ
化
は
瓶
ぅ
述
べ
て
ゐ
る
。
貯
蒂
證
券
の
發
行
は
四
il
l

ォ
レ
ス
の
金
塊
獲 

将
の
爲
R

必
要
ど
す
る
,

。ヒ
|

额(

ニ
ニ
、
11
:

〇
〇
ル
ピ
ー)

ょ
6

小
’額
の
ル
ビ
ー
所
有
^ -
,

k
對
し
て
、
少
く
，/

」

も
間 

接
ル
金
収
得
を
可
能
な
ら
し
め
、
又
從
來
の『

逃
避』

の
弊
に
一
の
新
ら
た
な
且
つ
有
用
の
.
0
的
を
與
ふ
る
も
の
で

あ 

を
力

ら

、

报

獎

ず

る

に
£

5 -

も

，の

で
^ .
‘
る

ど

。

併

し

な

が

ら

共

本

來

の

寂

阔

は

、

明

か

に

、

屮

处

鈒

行
：
^
纸

合

す

る

金
の
請
求
を
、
ぐ
れV

J

競
爭
の
.
立
場
に
立
つ
所
の
金
傾
値
を
有
ヤ
る
も
の
、
提
供
K

ょづて刹めんする

K

#

し
. 

て
"

る
。
'K '

に
，委
啟
#

ば
.
'、

\

ビ
.

|
紙
« '
.

^
は『

印
度
政
府
の
保
證
の
下
に』

ビ
の
.文

言

を

明

，
：

1
1に
印
刷
す
.，べ
&
で
あ 

る

.
^
.

の
.提
案
を
^

し

、
乙
れ
^

金
請
.求
の
緩
和
を
則
街
し
て
屈
夺
が
如
く
に
J L
S

ら

る

\

。

以
上
0 :
如
.く
^

、
印
度
轿
制
調
资
：姿
與
會
が
可
能
の
金
本
，位
三
形
式
中
ょ
6

撰
擇
し
て
思
る
も
の
は
、
本
來
の
葸 

義
の
金
本
位
即
ち
金
貨
本
位
か

ら
.國
.内
貨
幣
ビ

金
ビ
の
問
^

於
け
る
腔
接
.の
連
®

を
繼
承
し
.、
且
つ
こ
の
述
鐵
を
し 

.て
明
か
に
観
取
し
得
る
も
のV

J

爲
す
ど
同
時
.に
、
國
内
貨
幣
を
し
て
適
法
に
兌
換
を
.請
求
し
#

る
も
のV

J

な
し
て
ゐ 

る
。
併
レ
又
同
時
にM

‘
の
免
換
化
は
‘幾
多
の
之
を
妨
ぐ
る
事
惝
を
附
し
、
或
‘る
.
.限
ら
れ
た
® '
合

^

の
み
實
際
行
は
れ 

#

る
も
のV

J

爲
し
で
ゐ
る
。
併
し
委
员
會
の
推
獎
し
た
乙
の
金
塊
本
位
を
、
國
内
貨
胳
の
兌
換
請
求
權
が
制
限
的
で 

あ
.るv

j

の
现
ff
i

でs

値
の
.低
い
も
の
ヾ」

«

た
り
、
成
は
又
之
を『

服
而
非
金
本
-位』

ビ
名
付
け
た
6

す
る
乙

ビ

は
誤
6
 

で
あ
‘ら
ぅ
。
蓋
じ
、
國
內
貨
.幣
の
佌
界
的
，價
位
が
下
落
し
爲
替
相
場
，が
上
位
金
輸
送
點(

»!
出)

以
上
僅
か
で
も
出
づ 

る
や
不2

や
、
兌
換
を
取
ゲ
ま
◊

總
ゆ
る
豫
防
手
段
も
、
中
央
鈒
作
に
多
设
の
金
‘の
取
# -
け
-ら
れ
見
つ
/
ぐ

れ

^

相

常

す
 

る
國
内
貨
幣
が
流
通
か
ら
引
上
げ
ら
る
’
\
の
'作
用
を
、
妨
<'
'

る
.を
得
ざ
る
^

至
る
か
ら
で
お
る
。
共
結
*
、
縮
少
し

.v.
:
.
o 

.
-
'I*
.
:
.
.
-
'
'

 

... 

.. 

-カ
ラ

.ク
リ

，

■
■.1
 

V-.:-

た
通
貨
の
價
値
は
高
ま
气
爲
，替
相
場
は
：#
び
金
流
出
»

以
卞
に
降
^

の
で
あ
.る
。
，
觀
る
機
#

は
票
#
貨
幣
の
愤
値 

^

S

E

^
.
一
致
せ
じ

め

、
-.
;
.又
同
施
は
.
r

若
G

國

f

女
興
る
：■
戀
ぽ：

■

興
國
■

時
に
：孤 

貨
«■
を

流

.
通

せ

し
む
る
の
作
川
を
爲
す
の
で
あ
る
が
、
併
し
乙
の
機
*

の
作
用
が
働
く
程
度
に
從
つ
て
金
本
位
の
©
 

體
ば
決
定
^

れ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
金
塊
本
位
も
亦
此
金
本
位
の
.一
稀
ど
し
.て
« 1
る
べ
‘
&

で
あ
る
が
、
併
し
其
制 

度
の
活
動
は
鈍
30
:

で
あ
4

、
又
個
々
の
紙
幣
の
兌
換
能
*

は

甚

だ

制

限

を

受

け

る

の

で

あ

る

-。

m
i
l十

二

卷

(

一
〇
七
五
し
ラ
ン
ス
ブ
ル
ク
の
金
本
位
論
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十
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ヲ
ン
ス
'
ブ
ル
•
ク
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■金
本
於
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. 

I、
ル

C
.
)
.
.

:

.

六
.

'
..
. 

, 

:

併
‘し
^ -
⑶
ら
ぐ
金
塊
本
^

が
貨
幣
现
鼢
ょ
^

郷
て
合
爾
本
位
匕
同
等
の
’愤
値
を
^

ち

很

る

も

の

ゼ

あ

る

か

可

ぅ

か
 

ど
-5

/
0

V
、

若
‘し
く
は
前
#

が
! ^
來
ょ
6

全
く
優
れ
^

も
の
で
あ
る
之
ビ
、
.
撕

へ

ば>>
/

ィ

ヒ

ス

船
r

總

必

於

し
j

の

末

同

行

中

处

委‘貴

會

泛

遷

威

其

修

の

鼢̂

當

峋

&

軟

紀

胳

し

て

M!
ベ

た
她
く
で
扣
る
^ -
何
ぅ
£

一：ム‘ 

人
|

は
、
，

1;

個
；の
^

!

®
で
S

ぐ

貴

势
s :

.f

K

、
假
叙
金
本
佼
1

は
ご
ー
« ;
«

:

^

0:
'
取
? )
'

'

吖
各
ゲ 

は

も

ぶ

棒

身

の
-
方
法
封
以
<

ょ
、く
其
命
池
ぢ
果
怀
し
#

る
も
0

で
あ
るv

レ
し
て
も
、
而
>

を
れ
* :
-

で
は
此
煞
.三 

秫
の
^

5

れ
も
が
金
本
#
:C
7
)
-源
則
の
^ .
來
々
所
つ
，深

遠

な

意

義
^

充
分
妥
當
し
て
居
る
ミ
云
入

乙

ど
を
、
か
し
も
盘
缺 

し
で
は
i

ら
^

の
.で
^

5

パ
又
.も
れ
，は
>
:此

ゴ

穡

の

小

か

ら

、1

规
術
‘上
0 -
?

3

.
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S

ば
れ
、る

紮

象

が

、
敷

» '
想

爆

菜

位

も
#>
:

る
，ど
云
ふ
こ
|

愈
®

し
’で
原
^

‘ぬ
の
，で
あ
‘

0 

:

i

が
§

t

; «
:
料
度
i

に
;'
«

&:
し
む
5 /
場
合
に
は
>

® '
<

l /
i

が
鑄
貨
形
©「

S

V

る
<

f -
;

の
も
の
?:
:

國
内 

r

»

.:
^

免

: ^
'

る
も
の
で
あ
れ
‘、
又
^

; ^
貨
幣
ビ

金
く
を
何
等
.か
の
肫
接
若
し
く
は
問
接
以
方
法
^

て
相
互
齋
換
し
^
 

る
も
、の
.ど
な
す
も
ゆ
で
あ
れ
、.
兎
}(
1
'
‘
/0
も
の
.，方
法
^

ょ0
,

て
或
.る
全
く
一 

定
し
/2
:

0
的
シ」

遂
行
せ
.ん
ど
し
'て
^
る
の 

で
，あ
^

。
，
'
.
即
，ち
乙
の
國
.

l

s

>f :
る
、所
は
.、
他
界
の

靈

氣

瓶

業

徵

國V」

の
商
業
.f

び
，信

瓜

交

通

を

於

.け
る
摩 

螯

可

^
的
';
*

少
程
度
R
,縮
.少
し
_、

且
.つN
C

’の
爲
备
國
の
訐
算
取
位
を
し
で
、
‘
そ
，，の
»!

質
カ
の
動
搖
を
防
禦
し
て 

以
•
て
、

か
し
の
.諸

阈

の

計
»

¥
俛
^

對
し
て
川
來
#

る
贴
6

资
宛
の
關
係
を
保
た
し
め
ん
€

す
る
に
布
，る
の
で
ぁ
る
，
0 
-

共

貨

幣

ど

‘r 

般

k
 
同

'-'
-
'一「

視
し
て

.な

る

:«
j0
.

-
^
r
v

' n
は

^

で

^

^

が

-
-
つ

て

浪

<1
:

4

幣
の
，̂
(1
^

尺
1$
-
’並
^

自
國
_本
位
の
一
娜
ど
爲
，す

乙

ビ

で

扣

る

。

ネ

ヒ

珩

へ

め

、
，共

.財
貨(
金〕

^

似

て
‘考

尔
3
 

4

li
f

!
貨

幣

が

氣

ど

同

様

杂

板

を

以

で

が

與

S

.

が
\

*

謙

徵

裏

：
0 ;
實
«

靜
»

^

风

間

撕
»;
-

最
，畫

^

い

響

识
_

•卜
^

ぬ

こ
^;
:

、
な

ふ
> 

外

國
.の
本
#:
:

貨
; ^
;

叹
價
格(

$

歡

嘛
#
.

〕

，は

兔
^ ;
の

摯

慠
に
ょ
、多

、
’
姬

つ

て

同

時

に

.自

國

の

貨 

幣

取
# :
ハ

」

の

等

债
: ^
l

w

.で
狄
.し
で
、或
る
ー
，览

の

費

用

供

上

，仅
、開
き
七

‘ー
不」

墙
义
い
の; ^
ぁ
る
。
而
しV
茲
に
赞
JI
J
 

v

h
一
ム
ふ
は一

定
悬
砂
命
&

向
國
本
位
^

办
關
係
ょ
り
切
ゥ
! *
; ^
、

之
、-?
:

' ^
拂
ゆ
目
.伯
^

て
，外
掘
^

送

俯

す

る

ド-#
す 

る
®

風

を

敗

す

■の
で& :
-

办
、
|

义
%

^

は
共
處
.ヤ
-'
#

:
;0
外

:8
|

.
§

' «
嘗
ど
關
，係
1

艰
办
«

; ^
4

^
^ >
洲
來
る
の
，で

ぁ

る

。 

見
1̂
依

つ
て

« '

れ

ば

、

，一调

は

金

本

位

ゆ

，採

用

^ .

傲
ク
、
名
.* -
、

鐵
貨
^

量
^

フ
刻
脚
發
^ ^
關
レ
つ
咱
國
の
特
名
^
 

处—

ル
，レ
ビ
な
P

し
Iで
共
貨
«:
制
度
'
1渺
界
的
木
位
の
’
ー
郁
吩
广
爲
ヤ
乙
ビ
が
叻
來
” 

‘斯
<;
,

し
て
貨
幣
賴
«

の
動
^

ビ 

云
ふ
®

大
な
商
檠
及
#

顏
«

の
畴
«

ば
餘
去
さ
る
、
の
で
ぁ
る
。
' 

'

金
本
他
の
採
瓜
^

攸
つ
t

歡
ぜ
ら
-る
^ :

典
^

_
、.
紙
嘗
泰
敗
^ -
^

曝
潰
滕
办
«

値
^

^

^
蕾
澳
^

嫌
外
5

^
漱
め： 

S

に

出

來

る

丈

密

、
接

に

、
關

'係
>

し
む
？

V

は
、
f

a

n

s

!

か
ら
#

放
し
又
：̂

を

奈

8

せ 

し
か
る
ビ
延
す
が
‘毀
瓜
シ
卿
雛
の
僅
少
ホ
れ
ば
な
る
ぼ
ざ
、
自
&:
益
々
完
全
に
達
せ
ら
る
、
の
で
ぁ
る
。
幾
多
の
本 

&:
が
金
^

|#
]

聯
し
て
鹿
6

又
從
つ
て
相
互
に
も
連
鎖
し
て
ゐ
る
場
合
^

、
或
る
一
國
^

嫩
け
る
^
か
册
部
の
本
说
間 

'の
挪
値
_
,^ !
i
i® i
る
§
< ;

&

^ :
の
« '
剛
^

^
反

應

ビ

受

く

か

こ

ビ

漱

か

な

ル

ば

な

る

ほ

、ぐ

」

、
，戰
_

本

位

の

愤

做

變.
 

0 '
上

；ド

の

柅

肷

を

定

む

る
^ -
’タ
输
观
娜
ぺ
金
愉
篮
點^

益
セ
卿
少
ダ
れ
る
の
で
ぁ
る
。
相
互
‘
㈦
も
、
乂
火
な
る
呻
央 

金
市
場

(

ロ
ン
ド

ゾ)

に
對
し
て

^ ;

、* ;
^ :
-

有
利
^ ;

地
‘攸
1
*-
:

ひ
る
諸

: «
,

^

ど

つ

て

，
は

、
金

輸

邋

の

费

川

、は

其

金

の

^
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r{
ぶ

-*
■、
一
 ,

:'
2

_

電

乃

至

：

る
.

。
從
I

此

ど

は

共

關

他

を5

て

容

爱
! »
除

霧

し
.得
る
も
の>

す

れ

ば

、.
實

際

の

金

平

债

か

ら

そ

れ

々

々

ニ

翌

露

范
 

五

厘

ダ

げ
5

i

る
の
で
I

O

共
處
で
此
等
の
國
の
本
位
免
#

の
* ®
値
は
丫
金
に
て
表
は
f

、
限

气

.
五
[1
: 

乃

至一

分——

即
ち
上
下
共
N
Cれ
々
ケ
.ニ
厘
五H

P

乃
至
‘五
肌
I

以
上
變
動
す
る
こ
ど
は
あ
办
很
な
い
の
で
.あ 

:

七 

：

3

て
、

，
.观

在

の

屋

の

‘.金

本

位

の

中

の

一

は

、
前

記

のS

乃
至
.1

割

め
f

 

S

S

木
的
S

め
、I
私
つ
て
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此
種
本
f

g

嗖

る

W

ぷ

ニ

I

I

値

そ

れ

を

小

な

ら

し

ひ

る

の

可

繼

集

い

て

が

る
。
而
し
て
を
の
木
f

は
金
得
辩
木
位
即
ち
足
れ
で
，I

。

m

の
本
位
の
|

:

は-
國
際
間
0 .

貨
借
8

を
现
1

 

金
輸
送
の
2

S

ら
ず
、
必
®

(

金
爲
替
乎
‘

形
、
紀
貸
勘
定〕

移
轉
の
方
法
を
以
て
行
ふ
も
の
.

I

る
か
ら
、
行

处

益

益

送

、
保
險
、
普

の

諸

耄

著

し

く

繁

す

る

の

で

あ

る

が

、
11
:

も
共
移
|管

ょ

？

馨

|

し
た

n
n

的
を
危
く
す
る
こ
各
な
ぃ
の
で
あ
る
。

f

 

®

は
f

で
あ
つ
て
、
例
へ
ば
 

一g

が
北
ハ
支
柳
勘
定
象
濟
せ
ん 

ど
す
|

ら
は
、
啬

は

偾

權

國

嗌

し

て

、
嘉

染

.

. «
« ;

國
益
來
布
し
て
ゐ
る
齡
貸
勘
定
を
i

す
る
'
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し
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I

附
す
れ
ば
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S

管

す

れ

ば

、M

際
收
支
®
定

Q

上

か

ら

雙

墨

の

金

篇
V」

翁

同

一

の
0

的
■

せ

ら

れ

る

の

で

あ

る

。
。 

街
;'
&

1

货
|

金
を
？

の
8

し
1

6

5

ろ

一

定
2

支

講
f

懸
ら
し
む
る
？

s

g

s

金
本
位
ょ
、
 

ゼちゴノぼして

K

路
企
音
交
通
上
に
於
け
る
諸
处
爪
を
減
少
す
る
が
故
に
、
又
企
述
驗
の
W

極
W

を

言
 

だ
け
相
ひ
猪
近
せ
し
ひ
る
、
換
霞
す
れ
ば
.

、
.

'

W

內
の
貨
幣
.

商
歡
：^

働
播
し
得
る
開
さ
の
範
阓
を
ゎ
れ
だ
け
小
な
ら
し
：

む

る

の

で

あ

る.0
從

つ

て

共

本

位

は

、

现

實

の

金

輸

送

が

本

位

V」

木

位

ビ

の

問

に

連

鎖

手

段

V

し
な
つ
て
！̂

る

®

合

ょ 

6

も

.一

層

安

定

’し

た

も

の

ビ

な

る

の

で

あ

る
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' 

，
 

.

去
6

な

が

ら

金

爲
#

本
位
の
|1
ふ
る
以
上
の
長
所
は
、
幾
多
の
短
所
を
供
て
鱗
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
で 

あ
る
。
共
®

な
一
短
所
は
皮
#

な
觀
絡
を
£1
'

て
す
れ
ば
一
の
利
益V」

7
P

見
ゆ
名
所
の
も
の
で
&

つ
て
、-
即
ち
1

通
為 

祉
纪
在
る
金
及
び
中
央
^

保
冇
3

る
、
金
が
利
子

5:
生

む

乙
(1
が
出
來
ぬ
^

對
し
て
、
金
貸
勘
定
及
び
金
爲
#
乎
形 

は
之
を
獲
得
し
将
る
S

一.

K

ふ
こ
ビ
が
强
く
對
比
せ
ら
る
、

S

云
ふ
事
情
が
そ
れ
で
あ
る
。
乙
の
收
利
性
は
之
を
北
ハ
外 

i l
ヵ
ら
舰
れ
ば
、
金
證
窗
が
何
等
貨
«

で
は
な
く
、
資
本
證
#

で
あ
る
こ
6

、
從
つ
て
決
し
て
國
內
貨
很
、/

」

共
^
取 

位
を
形
成
す
る
も
の
で
は
な
く
、
金
が(

種
々
の
職
分V

J

共
^

)

果
た
す
所
の
職
分
を
取
ら
盡
：.く
す
こV

J

が
出
來
る
ビ 

云
ふ
こV

J

を
旣
に
證
明
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
を
れ
が
又
國
際
問
の
支
拂
決
濟
^

對
し
て
は
最
も
3]
:

大

な

障

碑

ビ
 

な
つ
て

®

る
の
で
あ
る
。
假

6

.

R金
爲
替
國
.の
« :
外
爲
替
相
場
が
上
位
金
輸
送
點(

そ
の
阈
で
は
此
點
は
極
く
近
く 

k

冶
1

る〕

R

達
し
、
を
れ
が
爲
^

中
先
級
行
又
は
他
の
機
關
が
對
外
克
拂
，決
擠
の
用
^
常
て
ら
る
べ
さ
爲
替
手
形 

を
资
出
す
^

す
る
な
ら
ば
ゝ
此
場
合
^

此
齋
の
支
拂
が
現
實
^

行
は
れ
各
、之
云
ふ

.
'保
證
，、» '
ひ
換
へ
るV

J

其
手
形
が
外 

BI
R

流
出
す
るV」

云
ふ
保
證
は
少
し
も
存
し
て
®

ら
ぬ
。
共
手
形
に
附
帶
す
る
利
子
享
#

は
、
此
手
形
を
し
て
资
木 

家
の
賴
立
保
存
の
好
都
合
な
I
-JI
J

具
'た
ら
し
め
、
之
を
前
記
の
方
而
か
ら
全
く
別
以
利
用
目
的
に
昀
は
し
め
る
の
で 

あ
る
。
其
爲
掌
形
が
支
柳
勘
定
決
濟
の
爲
k

外
國
に
流g

し

把

か

何

う

か

、
，
.
.そ
れ
が
私
人
の
■

利
益
の
爲
に
國
• 

內
に
留
ま
つ
て
®

る
か
何
う
か
、
或
は
そ
れ
が一

旦
國
外
R'
流
出
し
た
後
貸
借
決
濟
の
爲
W

び
國
內
k

歸
來
し
た
の 

か
何
う
か
、
乙
の
事
に
就
い
て
は
何
等
確
廢
の
存
す
る
も
の
が
な
い
。
殊
に
外
國
が
利
子
引
上
^

依
つ
て
、
北
ハ
爲
#
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手
形
苦
し
く
は
對
外
貸
獅
克
の
資
本
た
る
数
質
を
.
.一
層
强
め
、
以
て
支
拂
決
濟
手
段
ビ
し
て
の
炎
瞵
能
^
妨
锥
す
る 

こ
ビ
自
咁
で
お
る
か
ら
で
あ
る
。
、
故
^

金
嗡
#

本
位
の
作
用
は
、~
之
が
一
般
的
R

现
は
る
、i

勿
A

Z

Iは
木
位
間
の
均 

衡
支
持
の
意
味
に
於
け
る
他
.ゆ
ニ
謂
0 '
本
位
ょ
6

も
常
忆一

■
彫
迅
速
で
あ
^:
.が

、
断

し

こ

の

本

位

は

共

效

’來
に
對
し 

て
は
何
等
の
保
證
を
與
へ
て
©

ら
仰
。
從
0 -
.
て
個
々
ゆ
場
合
に
於《

て
^

、.
.他
の
本
位
の
.場
合
^
必
要
ど
す
る
金
の
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•も.
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.
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/

ft

ょ
り
も
、遙

か

に

多

额

の

爲

替

平

形

を

川

ふ

る

こ

ど

が

‘

必
要
で
あ
る
。—

^

例」

へ
ば
« -

乙
の
收
支
« '

定
は
五
^

マ
ル 

ク
の
金
を
以
•!
:
:■す
る
方
が
、•
十
億
マ
ル
ク
の
爲
捧
手
形
を
以
て
す
る
ょ
グ
も

J

層
容
妓
^
其
昀
衡
を
保
た
し
め
ら
る 

、
の
で
あ
る
。~

―

而
し
て
本
伉
關
係
機
關
k

對
し

V

は
、
其
政
策
が
対
外
信
州
~の
防
檝
な
る
か
或
は
泔
極
な
る
か 

^.

侬
つ
\

し
常̂

妨
％
3

れ
て
ゐ
る
心
ゆ
非
難
が
、
絕
ぇ
ず
旭
る

~

|2 :

じ
.

；办
；
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^

:
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:

•

げ
れ
ざ
1

こ
れ
ば
決
し
て
、.
'
-金
像
替
本
位
厭
則
に
咻
帶
す
る
亂
_

の
最
大
な
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
ょ
ぅ
も
遙
か 

R

1D
:
-* -
.
な

も

の

は
^

©

^
展
け
る
爆
歡
手
漱
及
び
各
货
勘
定
が
、、
其
勢
求
と
し
て
ゆ
特
性
か
ら
し
て
、
BI
內
貨
幣 

V」

何
等
布
機
阶
[«
'

係
に
立
だ
处
、
ビ
云
ふ
今
1£
に
織
べ
/2
;

» :
情
で
ぁ
>
$。
、一

國
e)
,
;、對
外
收
艾
決
濟
^

^

即
ち
« :
®

^
 

於
け
る
，決
濟
^

^S

現
實
§

金
移
動
の
手
段
に
1;
つ
て
行
は
る
、
欺
合
に
は
、
外
國
へ
の
金
流
出
は
共
阈
に
,
し
て 

乙
れ
R

相
應
す
る
支
拂
勘
定
が
姬
* •
さ
れ
るv

j

云
ふ
結
果
を
持
つ
の
‘み

な

ら

ず

、
猶

ほ

仑

れ

ビ

同

時

^

义
の
國
に
於 

け
る
支
拂
資
f
fの
總
瓿
V.
J
減
縮
す
る
ン
と
策
ふ
甚
だ
赏
火
な
他
用
ヒ
獻
す
の
で
あ
る
。

而

し

て

此

作

斯

は

、
‘
金
流
出
が 

澈
通
場
裡
か
ら
齡
ケ
場
合
^ 1
も
、
又
を
れ
が
中
|

鈒
行
か
ら
叫
づ
る
場
ん
2

^
も
、.
.
.直
^!
^

相

次

い

で

現

は

れ

る

の

で 

あ
る
o
~蓋

：

J

中
央
鈒
枝
は
此
場
合
、
仑
れ
^

相
應
す
る
额
の
金
を
流
⑩
場
桃
か
ら
引
ざ
上
ぐ
る
か
、
若
し
く
は
金
が 

流
洫
し
思
ら
ぬ
場
侖
な
ら
ば
姐
り
支
拂
資
料
の
流
通
を
を
れ
だ
け
縮
少
す
る
か
、
何
れ
か
を
爲
さ
ね
ば
な
ら
ね
か
ら

で
あ
る
。
W

る
流
通
.の
收
縮(

.

.反
對
の
.場
，合

は

膨

脹
,上
つ
で
/

O

を
1

tM
闕
■貨
幣
の
價
値
マ」

外
«
.の

金
本
^

の
贺
览 

を
の
問
に
於
け
る
均
衡
を
妨
ぐ
る
其
障
碍
が
、
.

»
際
.始
め
.て
排
除
さ
れ
，る
；の
、で

あ

る
。
' 其

流

通

收

縮

ど

同

か

に

.
^
る 

金
流
出
は
、.
_
内
^

於
い
.
%:
!
は
唯
»

障
碍
の
爲
替
相
場
^;
於
け
る
現
は
れ
、
如
ち
徴
候
を
取
ヶ
.除
き
‘、
外
國
G

於
い 

て

は

そ

れ

化

相

應

す

凑

通

货

上

，が

變

動

を

惹

含

起

す

泛

1

七
て
.斯
く
し
て
惹
旮
起
次
れ
.
-5
.戀
動
は
.、
か
の
•勻
鲂
を
他 

方
外
»

侧
か
，ら
#

び
恢
復
す
る
の
助
:«
*

ミ
*

る
o
然
る
K
交
#'
決

濟

を

實

行

す

る

も

の

が

金

で

は

な

く

て
 

爲
替
字
形
汝
5

揚
合
^

ば
ハ
§

^

流
通
^

^

^
膨
鳩
ぼ
起
ら
ず
^

ゐ
る
1、
又
外
國
に
於
い
て
は
今
*

べ
た
ミ
れ
^
相 

應
ず
る
戀
動
が
同
樣
代
生
じ
な
い
.
o
,如
何
^

条
糊
^

爲
替
手
形(

即
ち
投
資)

が
鈒
行
の
、庫

中

か

ら

海

外

に

流

出

し

ょ

- 

r
 
ノ
，資

:'
,

ー.國
の
貨
_

流
»

は
最
少
_滅

魔

代

收

縮

ず

る.乙V
J

な
ぐ
.、
爲
替
，手
形■の
*

出
入
が
中
央
鍬
行
の
對
象V

J,

な 

•?
て

展

る

處

で

も

亦

で

錄

替

爭

形

セ

貨

幣

流

：通

^

の
間
の
-關
係
は
.決
し
て
有
機
的
の
奴
^

で
な
.く
、
寧
ろ
人
爲
的
R
 

雜

致

豸

れ

た

按

術

的

關

係

が
«

尤
る
.の
.
.，で

あ
6(
。
，
若

し

此

場

合̂
‘
‘
中
_央
鈒
‘行
.が
其
.爲

替

手

形

，
現

在

商

を

以

て

f
e
a
L
^i
J
 

V
J

同
一
視
し
フ
爲
替
每
形
現
猶
高
R
,於
け
る
.總
ゆ
る
變
動
を
、'
’
：
れ

代

絕

體

的

^

义

は

相

對

的

に

相

應

す

る

货

粮

流 
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變
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の
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爲

す

の
1!
1

則

を

遵

守

す

る

な'f
e
t f
、
原
則
し
て
■必
要
な
收
縮
苦
し
く
は
彭
喂
が
兎 

も
分
®

る 

'け
れ
ど
も
、
前

^

简

取
^

述
、へ
./2
.様
に
广
爲

#

平
形
の
移
，動
は

)

金
の
.移
動
に
.比
し
て
、
乙

れ

s
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j

# .
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效
架
を
*

げ
ん
が
爲
k

は
通
例
匕
n
の
.數

倍

の

，多

額k

上
ら
-ざ
ふ
釔
得
ぬ
次
離
で
あ
る
か
ら
、
爲
替
手
形
.视
主
备
ミ 

が
通y

j

の
，間

は

入

腐

的

讓

關

係

の

存

す

ふ

場

合

に

そ

：の

#

動
ぬ
相
*

し

て

流

證
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に
*

る
#

動
は
.
、
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l
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か
支
#

決
濟
を
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す
場
合
^
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な
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又
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の
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六
六

加
^

名
に
觅
に
酿
大
な
事

‘
.情
は
、金
の
活

.動
範
岡
が
、最
も
市
場
^

歡
迎
3

み
：
、
爲

替

手

形

の

活

動

範

圆

す

ら

ょ 

4

も
、全
.く
著
し
く
'大
で
あ
：る
、匕
.云
ふ
i
 V

J

セ
あ
る
。
今
日
如
何
な
'る
.鈒

本

；位
國
で
，
.，%!
、其
勘
定
殘
高
決
濟
ど
し
<
.金
：
 

ぐ
を
世
界
市
場
偾
格
を
以
て
受
領
す
る
乙

^-
を
、
敢
え
て
拒

^

ん
.

V
J

す
^

國

は

な

い
0
.
;こ
れ
に
'反

し

て

茲
^.
鄭

ら
問
题 

、ヒ
な
つ
.て
ゐ
る
爲
#

手
形
は
季
節
、世
界
市
場
，の
狀
況
、當
該
國
の
本
，位
政
策
等
に
從
.つ
.
‘て
全
く
相
異
る
評
偾
を
受
く
- 

る
。
而
し
て
如
何
な
る
爲
替
乎
形
，も
國
際
的
裁
定
の
手
段
5:
-

以
て
總
.ゆ
る
他
の
爲
替
手
形
又
は
.金
、/

」

交
換
^

れ
#
る 

V
J

し
て
も
、
而
もM

の
過
程
.は
金
な
ら
ば
#

か
る
、
費
用
.？
危
險V

J

を
#
'ヴ
て
.ゐ
る
。
以
上
の
外
猶
ほ
詮
索
ず
れ
ば
、
 

爲
替
手
形
に
不
利
で
あ
つ
て
金
に
有
利
な
事
情
、‘
換
言
す
れ
ば
金
爲
- #
ホ
位
に

不

利

で

あ

づ

、
て
他
の
一
一
種
の
金

#

#
 

に
苻
利
な
«

情
は
幾
多
あ
る
が
、此
等
の
事
情
は
嘗
_て
論
述
し
た
所
：で.あ
る
か
ら(
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玆
^

は
こ
れ
が
詳
細
な
論
述
を
避
け
る
。
兎
に
负
そ
の
，結
論
を
擧
ぐ
れ
ば
、、
金
本
位
^

伴
ふ
目
的
到
達
.の
爲
^

は
、
 

金
本
位
の
可
能
な
三
變
種
の
中
で
、
現
今
最
も
愛
用
さ
.る

’
金
爲
#

本

位

ほ

ざ

不

適

常

？

の
は
‘な
い
、而
し

TC
印
度 

の
幣
制
調.
：委

域

兪

がi

の
制
度
を
印
度
の
爲
に
放
棄
..じ
た
ど
S

Z

ミ
ば
、

假
令
其
_

一
 

部
分
は
全
ぐ
別

の
考

處

か 

ら
出
で
た
も
.の
で
あ
る
ぐ

」

は
言
へ
、
|-
/

1
]
題
5:
正
し
く
取
极
0
た
も
の
.で
あ
る
"(
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金
爲
替
本
位
即
ち
爲
#

政
策
の
手
段
を
以
て
す
る
本
位
平
偾
‘：の
支
#

が
、
比
較
的
有
，效
.*-
ら
ざ
る
：原
則V

J

し
.て1. 

般
に
可
能
の
三
種
の
金
本
位
の
列
外
に
卧
づ
れ
ば
、「

實
行
上
狹
，き
撰
擇
に
殘
を
も
0 ;
:は
唯
金
« :
本
位
^
金
塊
本
位
ビ 

の
一
：
一

種

あ

る

の

み

で

あ

る

.々

何
國
.^-
嚴
が
最
も
有
效
祀
形
^ -
の
金
本
位
^

樹
立
せ
ん
ど
す
る
な
シ
ば
、
又
成
乙
れ
^

g

利

潘

得

ぼ

精

細

に

比

け
れ
ば
な
ら
勺
：
而
し
て
金
本

廣
な
る
も
の
は

.、
を
れ
-：

E

身
が
：！：！1
的
で
は
：̂-
<:
-
、.
常
^-
自
'國
貨
幣
<

世
界
9
.最
«

要
^ :
業
.諸
國
の
本
位
ど
の
卯
(2
可 

及
的
不
動
の
交
換
關
紙
を
保
持
ず
る
^ :

云
ふ
0 -

攸
の
爲
0

韦
段
^ -

あ

-5
'
.
か
ら
、
乙
り
比
較
吟
味
は
結
局
、
兩
種
本
位 

巾
の
何
れ
が
乙
の
不
動
の
交
換
亂
係
を
最
も
よ
く
# '
®

ず
ふ
.か
と
云
ふ
研
究
.

V
J
t

る
の
^

あ
.る
。

を

れ

々

々

の

本

位

に

採

用

せ

ら

る

、
金

が
I

会

塊

又

は

金

貨

幣

の

形

に
.於

い

て

_

金

本

位

を
.し

て

相

®

忆 

等

侦

關

係

を

保

た

し

ひ

ふ

爲

の

方

策

は

、
.
純

然

た

る

揽

齡

的

數

量

的

0\
も

の

で

あ

る

。

二 
_

貨
«

の
.價

値

1£
:

'
他

©
金 

本

位
^

偾

値
$

ゆ

間

の

均

衡

が

破

徵

氛

れ
^

&

^ -

备

や
'

€

ゆ

7

贫

量
»

、
.
.相

對

的
i t

價

値

め

下

落

し

た

國

0

貨

释
. 

ミ

冷

關

係

が
.ら

離

脫

し

で

相

對

的

杧

價

値

の

騰

貴

し

た

國

の

本

位

に

聯

結

す

る

、じ

云

ふ

作

用

を

縣

じ

て

、

金

は

蹿
 

%

^

某

均

衡

關

係

翁

傅

％

强
：行

東

る

0 ,

で

あ

る

。
：即

ち
#

:
は

離

脱

.
V
J

聯

結

又

は

同

化

、V
J

k
依

{

、

一
 

方

^

^

い

て

よ
 

貨

幣

流

風
»

ぉ
«

少

じ
.
て

？
傷

方
^

於

い

て

之

を

增

加

し

、

以

て

貨

幣

價

値

を

前

者
^

&

づ
‘

て
，ば

再

び

金

平

！
2̂

ぶ 

め

後

者

は

在

夕

て

は

之

を

W

び

金
^

價
^

ま

で

⑴

下

げ

、

斯

く

し

，て
^

動

播
R

簿

し

て

本

位

を

保

誰

す

る

ビ

沄
 

ふ

共

職

分

を

！
！

 

く

す

.の

で

あ

る

。
，
.

其

處

で

兹
K

問

題

ミ

な

る
^

む

は

、
金

が

、
金

本

位
i l
l

間

を

連

絡

す

る

導

管

の

殷

理
R

從

つ

て

流

出

人

す

る
*

^

ふ
：
 

^

服

ズ

カ

を

タ

何

な

る

形

式
R

奴

い

T

最

も

よ

く

果

た

す

か

、

之
$ :

確

證

す

る

こ

、と

で

あ

る

。

rf
l
T
-

」
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2 :

の

事

ぼ
#

 

究

を

ニ

の

方

而

に

指

示

レ

て

ゐ

る

。

第

一

は

、
貨

糌

流

11
:

に

必

要

な

彈

カ

性

を

保

證

す

る
^

は

、
金

を

集

中

す

る

2'
也 

现

の

形

装

ぃ

七

)

が

適

擎

で

故
.る

か

、

將

た

金

4
|1

部

流

紙

氛

す

る

ぺ

八

餐

の

形

に

於

い

て

)

が

得

策

で

ぁ

ん

か
. 

^

撤

ひ

る

ミ

y
j

で

あ

る

。

第

二

は

、

金

は
*

形

式

の
.
何

れ
.；̂

於
.
ぃ

て

、
經

濟
.全體を攒亂ずる.
.
い

®

く

し

て 

?

の
诹
カ
ー
性
^

»

酔

す

る

か

を

見

姐

す

乙
^

で

あ

る

0
.
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第
八
跋 

六
八

先
、づ
第
'
ー.
^
金
.の
.絕
體
的
可
能
性
即
ち
分
の
離
脫
聯
績
の
，能
ヵ
^

關
す
る
限
$

^
於
‘い
て
は
、

.

——

偶

然

經

濟

げ

：
 

及
ぼ
す
反
動
は
考
臌
外
^

置
く——

を
れ
.は
、
金
塊
本
位
即
ち
，.金
塊
形
式
^

於
：け
.
'る
中
* .
集
中
の
原
‘則
に
在
つ
：
て

は

、 

外
«

^
» '
じ

て

無

條

件

，
^

慠
證
夺
る
く'
が
、
内
國
R
,對
じ
て
ば
唯
條
件
附
R

の

み

保

證

せ

ら

る

、
。
，
本

位

問

の

等

愤 

關
係
の
妨
«

が
、
.
’爲
替
相
場
が
上
位
金
輸
送(

輸
出)

點
に
到
達
す
る
程
ff
i
'
-
R達
す
る
€
、
直
ち
に
金
は
，外
《
^

|;
0
. 

つ
て
#

炎
現
存
嚴
か
ら
«

條
件
^

流
出
ず
る
。
■
而
し
て
乙
の
金
が
刻
印
さ
れ
て
仕
向
國
の
貨
«

流
通
に
加
は
る
.

0
を 

妨
<'
'

る
も
の
は

« *
等

存

在

し

な

い

。、
.然
汉
^

内
國
に
.於
い
'‘て
は
、
を
れ
に
.相
'應
す
る
貨
幣
流
通
の
收
縮
は
全
く
一

 

宠 

せ
る
齓
慠
の
下
に
於
い
て
の
み
起
る
の
で
&

る
。
即
ち
共
前
提
ビ
は
、

一
は
、
中
炎
金
诹
又
は
中
央
銀
行
が
あ
ら
ゆ 

る
金
‘の
流
出
^

際
し
て
、
s

m
ic
こ
れ
マ」
相
常
す
る
.贵
の
.紙
幣
或
はf

定
#』

貨
幣
を
流
通
ょ
ク
引
S

上
ぐ
る
の
^

則
，
 

を
、
某
經
濟
上
k

及
ぼ
す
結
|

呤
如
何
5:
;

問
は
ず
遵
守
す
る
場
合
で
あ
1

、
.他
は
'
:政
府
並
に
政
*

の

政

策

が

：
乙
0.
: 

事
^

對
し
.て
全
く
中
立
態
度
ヒ
持
す
る
乙

ヾ

」

で
あ
る
。
併
じ
.？
の
.ー
一
の
前
提
は
全
然
無
條
件
に
與
へ
ら
る

.

.
> 乙
ビ
稀 

な
も
の
_で
あ
^ -

。 

.

.

.

.

.

.

.

. 

■

: 

•
ぐ

' 

•

一
合
.

漸
鎌
即
ぢ
乘
o

や
彻
ー
—

應
^

金
赏
流
通
及
び
刮
窟
位
ぉ
貨
幣

^

集

中

保

有

办

金

貨

截

の

間
^

於

け

旮

自

闺

交' 

換
可
能
の
‘

厭
_

^

在
ケ
1

は
.

、
金
が
#

國
» :
« .

ビ
の
關
'

保
^-

聯
結
離
脫
す
る
の
能
ヵ
は
、
外
國
R

對
し
.H

の
み
な
ら 

ず
内
國
^

對
じ
セ
劣
無
條
# -
^

存
す
る
。
，'藤
國
を
離
れ
る
金
貨
は
總
て
>
 

直
接
»

狐

場

裡

か

ら

流

出

す

る

か

、
，或
は 

»|
1

央
佌
布
靡
忆
齡
求
.

ら
れ
て
蓝
確
に
概
應
す
る
额
の
.

定
位
貨
膽
を
以
て
支
.

拂
は
れ
.、
_
以

で

其

定

位

貨

幣

が

流

述

が 

k

姿
を
消
す
か
、
何
れ
が
の
過
程
^

依
つ
て
向
儆
的
^

貨
览
流
逾
ぢ
收
縮
ず
る
の
で
あ
奋
"

:

获
k

旣
R

■
金

貨

本

位

•か

金

塊

本

攸

に
® .

る
.
の

一

點
•か
*.

す

；る
.
。
'

 

蓋

し

、

金

本

位

の

目

的

は

、
.

こ

9

金

本

位

文

0

て

連
結
3る

：：、
.

諸
*

の
：支
柳
資
料
が■等

價

關
..
#

を
支
持
す
る
»
.に
存
し
て
居
3

、
且
つ
こ
の
同
偾
は
、
金
の
^

-^
.
®^: 

貨
幣
流
通
土
ほ
於
け
る
'必
須
の
‘败
摄
的
戀
動
を
惹
き
起
す
揚
合
^

の
み
完
全
^

達
せ
ら
る
、

も

の
で
あ
.る
か
ら

、.
Z 

の
：變

働

を

外

國R
於

s

 

X
は
览
化
角
ビ
し
て
內
國
R

於

V'
て
は
無
條
件
に
齎
ら
^

ぬ
原
則
は
、
必
然
不
完
全
な
も
の 

で
あ
石
か
;6
で
あ
る
。
乙
: 0
退
她
か
ら
才
：れ
ぼ
：、
金

塊

本

位

は

外

國

^

對

し

て

は

車

越;^
た

原
則
で
あ
る
が
，、
併
し 

自

國

そ

の

：
見

の

泛

艺

つ

：
て
，
は

狹

し

.て
^

ぅ
で
*
:
い
の
で
あ
る
/0
,

: 

九
.
：
：
.
, 

.

■•
-
.
. 

, 

‘

：

 

. ,

. 

•
: 

' 

..

併
し
猶
ほ
.外
化U

金
貨
本
位
め
«

用
^

^

■>
國

即

毛

變

勸

常

な

会

金

貨

流

通

め
#

在

^

る

國
R

M
 

f

^
.n
f

^

k

.
 

於
.い
，
て

も

無

月

め

經

々

此

挺
 ̂

V
J

云

ふ

事

情

が

あ

ざ

.
、

そ 

れ

は

勿

論
1
'際
間
に
來
け
る̂

の

移

動

性

か

ら

生

ず

る

，：

1
1
1然
の
結
果
で
あ
る
。
外
»|
鐵
貨
は
內
國
に
於
い
て
法
，
上 

の
無
制
限
支
.柳
能
力
を
缺
：い
で
房
ス
か
ら
、
n

常
交
.通
.に
於
い
て
.之
を
見
るM

-
V
J

は
確
■か
.化
稀
で
あ
る
.、
。

が

併

し

、 

鈒
行
や
大
在
令
金
德
商
會
殊
祐
國
際
爲
稃
纖
窟
の
業
務
を
營
む
商
會
^
は
多
敍
の
’外
^
货
幣
が
见
出
ま
れ
る
o

此

等

 

の
、外

國

鑄

貨

は

、
牧

支

勘

定

が

支

狒

超

過

^

な
る

ヾ

」

即
ち
爲
替
相
場
の
騰
貴
に
際
し
て
は
、
囟
國
金
貨
ょ
り
も
迅
速 

‘
に
海
外
^

流
出
す
る
の
特
性
を
有
し
て
ゐ
る
ぐ
即
ち
此
等
の
外
國
貨
幣
は
ン
ぐ
の
鑄
造
阈
^

於
い
て
は
、
を
の
.實
際
有 

す
る
，金
.惯
値
の
外
k

Bl
k

第1

一
の
幾
分
：ょ

價

値

を

有

す

石

の

で

あ

る

、
f

の
.理
粗
，は
：外

で

も

な

い

ぃ

电

等

の 

^

0
が

該

禱

造

：國

で

は

、t

用
.ビ
時
間V」

を
必
婴
V
Jす

る

檢

资：

、
®

潰、
-

刻
印
を
要
す
る
：乙
ビ

_な
く
直
ち
^
貨
掙
流 

通
狀
：加
.は

々

、

又

即

刻

支

拂

の
！：：

！.的
^

使

用

せ

ら

る

、
か
，ら
で
.あ
る
.。
此

等

貨

幣̂

偶
.々

生
ず
る.磨

钡

は

、

そ
れ
が 

^

期

通

；
用

最
^

量

目

叙

狗

狀

业

諸

藤

限

-
^、
：
其_際
:»
# '
問

：
題
-'
^

歡

-&
^

^
:;
°

其
«

で
3

、
理

：
論̂
歷

1黑

雄1
1

十

二

卷
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〇
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ヲ
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ル
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笫
一
？

ニ

卷

c

i

o
-'
A

i

G

ラ
ン
7

ブ
ル
ク
の
命
本
位
論 

笫

八

.碘

-

七
o

金
輸
.送
»

^

:#

し
た
時
撕
.め
.
.て
金
塊
輸
送
が
.有
利
な
^

め
.ど
な
る
の
で
あ
る
化
も
拘
ら
ず
、
未
だ
其
點
R

到
達
す
.る 

以
前
狀
外
國
鑄
貨
は
其
放
國
に
癤
彳
朱
A

V
、.

斯

く

し

..て

個

々

め

囱

國

金

貨

の

分

m

t

絕
え
ず
惹
さ
起
す
の
で
あ
る
。
. 

斯
様
.に

，外

國

鋳

貨

は

、
，
琊

論

.上
の
上
位
金
輸
送
！1

以
内
ど
、.
同

榇
, ^

现
論
上
の
.
下
攸
金
輸
送
«

以
内
、、

」

^

ー
ー
個
.の
»
 

ら

た

な

、
且

つ

一

層

相

ひ

接

*

し

て

存

す
. ^

裳

際

啲

金.輸
送
點
を
造
6

出

し

、

以

，
て

各

本

.位
が
此
兩
»

内
^

於
'い
て
蒙 

^

動
_搖
^

輕
斯
す
る
の
で
あ
'5

。
即
ち
此
调
ぬ
か
ら
し
て
も
、
金
貨
本
位
は
旣
^

,
金
塊
本
位
ょ
6

も
一
層
價
値
を
安

.
&
:せ
し
.む
"る
.も
の
^

あ
る
ぃ
.
. 

.

.

.

.

.
 

；

：

-
然
.る
.

.̂|
1

:國
.金
貨
^

ー
 

部
分
も
亦
、.
此
長
所
即
ち
S

國
本
位
の
動
搖
を
緩
'和
す
る
移
動
容
N

勿
の
性
®

を
具
へ
て
：

Q

 

る
々
造
*

局
の
手
を
離
る
、
こ

.ど
此
較
的
新
し
く
、
.
從
っ
て
認
め
得
る
稆
度
R

は
未
だ
磨
滅
し
て
®

ら
ぬ
部
分
が
'即 

%

塾
れ
で
あ
る
。
此
，等
の
鑄
貨
も
亦
ニ
様
の
價
値
を
耵
し
て
居
.る
.の
で
あ
づ
て
、
叩
，ち

金

鄹

R

ょ
つ
て
*

め
#
ら
る 

、
其
固
有
の
偾
値
の
外
に
刻
印
に
ょ
つ
て
與
へ
ら
れ
た
幾
分
'猶
ほ
.高
さ
债
値
が
.あ
.る
の
.で
あ
る
。
何
故
かV」

云
へ
ば 

乙
め
刻
御
あ
.る
が
徹
，:R
、
..此
等
の
書
潰
肽
其
鑄
造
國
^

歸
來
す
る
や
直
ち
に
流
通
に
參
加
し
、
其
購
買
力
を
鐵
挪
し 

得
る
か
ら
で
あ
る
。
饼
し
如
猶
な
る
國
^
於
い
て
も

金
貨
本
位
を
標
榜
し
て
ゐ
る
場
合
^

は
、

爲
替
裁
定
は
斯
る
1»

.

來
f

nf

算
收
入
れ
て
居
る
の
；で
あ
る
。
故
に
此
等
の
鑄
貨
も
亦
、
现
論
上
の
上
位(

輸
出)

若
し
く
は
下
位(

輸
入)

金 

_

隹g

到
達
以
前
it

、
旣
R

國
境
を
越
え
て
相
ひ
往
來
し
、
而
し
て
其
本
位
を
し
て
、
相
ひ
褛
近
し
て
存
す
る
エ
®
 

§

極g

間
め
狹5

開
き
k

關
係
せ
'L

め
て
居
る
の
で
あ
.る
。

五
！！
人
は
以
前
^

、

(
N
_
o
v
e
m
b
e
r
h

's>

本
稿
- »

七)

.金
爲
替
本
位
训
ち
金
信
兆
^

—

金
，爲
#

手
形
、
金
货
勘
定
^

^

« 

を
似
て
す
る
支
«

范
額
袂
濟
が
金
輸
送
.の
兩
a

を

一 .

M

接
近
せ
.し
む
る
所
以
を
»

^
し
た
が
、

'今
^

r2

殘
る
ー
ー
_

の

s 

-
-
m
g
-
-

<!
>

木

.&
中
金
貨
本
#*
が
.同
: -
の
優
越
^

金
塊
本
位
に
對
し
て
布
す
る
^

ビ
を
認
^
^
。
金
貨
本
位
の
有
す
る
共
長
所 

■

金

爲

替

本

位

の/
ぐ
れ
に
比
す
れ
ば
、.
全
/
ヽ
同一

程
度
ド
優
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
け
れV」
も
' ^
爲
稃
本
位
は
斯
.る
. 

長
所
あ
る
^

^
拘
ら
ず
、
戗

述
'0
‘幾
多
の
现
凼
か
ら
放
棄
3

れ
/3
:

け
.れ
ば
な
ら
.ぬ
も
.の
で
あ
6

、
從
つ
て
撰
擇
は
他 

の
兩
«

の
、間
; ^
於
い
て
の
み
行
樣
れ

^

の
で
あ
必
か
ら
、‘
金
塊
，本
位
ょ
ゥ
も
本
位
を
常
^

r
段
强
ra
R

:保
持
す
る
金 

貨
本
位
が
そ
_の
金
视
本
#
;ょ
ク
7
?輸

: *
を
か
ち
得
.
.る
の
で
あ
る
。
而
し
.て
金
貨
本
位
.の
優
越
が
軍
^
計
算
土
の
空
想 

^

业
ら
ず
實
際
に
も
亦
す
る
も
の
な
る
乙
每
は
、
幾
多
金
本
位
國
の
貨
幣
史
か
ら
.も
知
ら
.るA

所
で
あ
る
。
即
ち
を 

の
吾
久
k

敎
ヘ
る
所
^

.依

れ

ば

金

貨

本

位

の»

_

^
る

矣

吉

利̂

於
け
る
貨
幣
價
値
の
動
徭
は
、

®
fl
(

f

k在
つ
て
は 

他
の
何
れ
の
金
本
#

降
:^
於
け
る
ょ
6

も
事
實
僅
»

で
あ
つ
た
.の
.で
あ
^
。 

：
：
：.：

,

.

.

.

.

.
十

 

,:
'

ノ

.

本
.歌
間
k

於
姑
る
筹
價
關
係
め
猶
#

>」

云
ふ
遺
耍
な
順
分
を
_

く
す
れ
當
つ
て
、
全

. «
«

は
特
R

.
最

も

新

し

い

最
 

;^
_

;«
[

あ
姿
金
貨
を
故
ら
蒐
兆
し
て
之
を
海
外
に
放
出
し
、
を
れ
が
爲
に
_
,內
流
通
^
.は
.全

然

多

が

れ

尠

な

か

れ

.磨 

減
し
■た
*

金
貨
が
殘
怊
す
るV

J

云
ふ
こ
ど
が
一
，
の
弊
«

ビ
し
て
»

際
屢
々
觀
袼
3

れ
，た
0

,併
し
乙
の
弊
«

は
そ
の
8| 

が
徐
貨
本
位
^

&
實
で
あ
る
限
々
、
表
而
的
の
も
の
た
る
レ
過
ぎ
ぬ
。
何V

J

な
れ
.ば
、.
流
：出

し

た

金

貨

は

、
其

輸

送 

の
|

的
が
果
た
さ
れ
て
本
位
の
法
定
平
偾
が
荊
び
.恢
復
3

る
|

ば
、
猶
^

金
輸
入
«

测
達
前
で
あ
つ
て
も
直
ち
^
多 

*

^

*
本
陣
狀
歸
來
す
る
、ぺ
而
し
て
己
の
‘國
^

些
か
の
：报
失
を
.も
»

ら
.し
め
3:
い
：
の

で

あ

る
0
- 

.
'̂
.:
0
:
&
:來
0
#-
.0
»
は

^

民

猶

見

说
.^
.ら
す
れ
ば
、
金
貨
本
#

^
し
て
正
に
金
塊
本
位
^

著
.ル
く
草
越
せ
.る
.も
.の 

た
.
-:
6

し
め
て
^

る
。
其
现
li
l

は
他
，で
も
な
い
、
菩
人
の
，' «
.に
考
雜
し
た
«

^
金
塊
本
位
は
、
外
國
に
.金

を

.
送

達

す

る

笫
ニ
十
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？
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ス
プ

.ル

ク

，
の

金
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本

位

輪
 

'
第

\
破
 

七

二

ド
常
.つ

て

、

其

輸

入

，
さ

^

、
，
金̂

件
の
.外
國
自
t

め
貨
翁
ビ
の
词
化
を
-1
1
3
;ち
^
.可
#

な
ら
し
：む
る
が.如

.
&
.
&
を

以

て
 

す
‘る
の
.で
あ
る
か̂

ノ

外

賓

の

响

益

令

助

成

す

る

も

の

ヤ

あ

る

ヤ

子

る

な

ら

‘ば
ハ
金
貨
本
位
の
原
則
べ
在
て
ょ
、
 

.が
：：

^

し
た
:-
&

^
金
貨
は
»

' 5
カ
を
以
て
' t
る
が
如
ぐ
®
•び
^!
國
k

•流
入
し
难
グ
、
即
ち
外
阈
に
て
同
叱
す
る
Z
，と
が 

な
-い
め
で
あ
る
か
ら
、
.後
者
估
•前
者
ど
は
反
對
代
陶
國
の
利
益
を
促
進
す
る
も
の
‘で
あ
‘る
か
ら
で
あ
る
。
を
卞
立
の 

0

的
た
る
其
國
の
貨
幣
流
通
§

則
時
且
0

数
量
的
の
增
減
が
、
.
金
«

本
位
の
原
則
の
卞
で
對
外
的
^

逯

せ

ら

，
る

、

の 

t t
令
T
の

移
:®
が
~
--
|
:械

企
#

の
*

來

の

形

式̂
7/
,

い
‘て

起
.る
^

合
^

の

み
.
'で

，
あ

る"
併

し

な

が

ら

此

，
歸

來

，

(
4
/
^
^

 

外
’
- «
の

金

の

排

徐

を

意

味

す

：る
〕

は

ま

た

自

國'の
利
溢
で
あ
る
。
其
次
第
は
、

i

の
®

來
は
自
國
本
來
.の
金
‘视
雅
1
 

を
.保
特
す
る
.の
.み
な
ら
.ず
、
JI
f
.又
0

顧
本
位
の
楣
動
の
範
闽
を
劃
す
る
所
の
金
輸
送
の
.诩
»

を
腿
縮
し
て
、
金
爲
替 

本

位

の

逾

用

以

外

の

揚

合
^

ー
般
^

達
し
得
べ
き
最
低
限
度
^

ま
で
之
を
相
ひ
狹
ば
.む
る
'が
故
で
あ
る
。
茲
に
於
い 

:

て
_

_

核

：金
：_

- m
の

弾

力

性

，
ど

偾

値

安

定

牲

ぐ

」

の

點

に

於

い
て
は
、
金
塊
本
位

^

無
條
件
^
優
る
も
の
ど
爲 

す
べ
番
で
あ
る
。
-
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ソ
.

.
'
.
,
.
.
/ 

:
. 

'

.;:
■
置

一
.
"
換

言

ず

れ

竑

國

際

的

金

運

動

が

經

濟

と

の
&

寧

* ^
濟

#
:̂
反
©

を
及
«

す

<:
ど
な
く
、
即
ち
磨
擦
ビ
榄
亂
ど
-J
:

伴
ふ
こv

j

な
く
行
は
れ
るv
j

云
ふ
乙
V

J

Rlf
f
l 

し

て

は

、
赉

も

八

養

本

道

：

_

出

輩

近

1

求
め
ら
る
、
。
佘
は
本
誌
に
於
い
て
.、
嘗
て
殊
ド
1
'九
ニ
五
非
八
ヵ 

及
び
九
ヵ
^

、(

"

0

8
: E
s

c

f

M
n

比p

 

, 
>
我
國
近
代
の
溉
幣
發
行
鈒
行
制
度
の
組
織
上
の
缺
陷
を
劇
し
く
指
摘 

し
て
骰
.い
:/
2
,が
1

乙
の
傭
陷
は
.、.
败
支
勘
■«
の
あ
ら
^

る
動
播
に
依
存
し
て
變
動
常
な
S

貴
金S

V
J

爲
替
手
形
.せ
の

!

現
在
高
の
*

礎
の
上
i^
；
信
用
尖
塔
が
立
つ.

V

思
る
の
み
な
ら
ず
、

一
國
の
最
後
の
準
備
を
形
成
す
る
中
央
信
用
尖
塔 

も
亦
こ
の
上
に
缂
え
て
ゐ
る
^

云
ふ
點
^

存
す
る
。
を
れ
が
爲
R

、
偶
然
^

起
る
‘金
及
び
爲
稃
平
形
の
流
入
は
、
是 

れ
總
て
、
實
際
は
»

か
ざ
；
■

膨

腋

を

伴

ふ

傾

向

を

有

す

る

ビ

同

時
^

、
總

ゆ

る

流:/
1
|も

殆

ん
r

s l
i r
の
*

礎
な 

，
含

信

用̂
^
を
截
起
^

る
ふ
而
じ
；て
其
：影

響

疼

莖

つ

て

ば

：

t 

:九
^

パ

屋

：四
沔
七1 *
以

後

獨

露
0

餘
6

に

：
明

：©

^

舉

び
 

裳

所
.で

あ

今

：
：

.：
-;
;;

;

:

-ニ：
\ 
ノ

ン

パ

.
:
リ 

金

貨

本

位
‘の
.採

用

さ

そ

、

國

で

，
は

.、
，
：
金

の
'流

出

_
入

は

先

グ

第

 

ー̂

流
狐
場
裡
並
化
私
營
鈒
行
に
®
^
、
而
も
そ
れ 

は
本
來
の
金
輸
送
澌
到
遝
以
前
把
在
つ
て
も
猶
ほ
起
る
の
で
あ
る
：。
.
.而

し

：て
中
央
娘.行
‘の
f

ir
¥

R
影

^

を

及

ぼ

す
 

•%
化
は
4
た
.，>'
金
運
動
^

最
橱
»

¥
祥

る
‘も
.の
.丈
で
.あ
.つ
て
.、而
4.
务
れ
.は
蝕
論
士
:^
金
輸
送
織
到
達
.の
後
に
初
，め
て 

起
る
の
で
.あ
る
。_

#

つ
セ
金
の
動
搞
は
滴
エ
業
は
甚
し
い
反
.動
を
及
ぼ
す
乙
な
く
し
：

v

終
る
。
個
入
の
所
有
高
ょ 

$

流
®

方
る
金
は
、.
.こ
れ
ど
正
#

比
同
.ー
额
.の
貨
方
勘
定
を
金
輸
出
者
の
爲
に
外
國
切
發
生
ぜ
し
む
る
、
故
？

の 

金
：が4

般
^
.僧
用
の
某
礎
を
形
成
し
て
居
る
限
ぅ
、.

(

.乙
れ
は
爲
替
裁
定
.の
0;
的
物
の
，場

合

枝

は

事

實

た
.る
こ
>/

」

稀
で 

あ
る
が
^

内
國
信
州
に
必
然
起
る
.あ
ら
ゆ
•
.る
收
縮
は
爲
替
信
用
膦
張
の
可
能
»

を
制
»

す
る
。
是
k

K
し
て
金
'の
集 

中
保
有
即
ち
金
塊
本
位
の
場
合
^

は
、..一

切
の
金
流
出
.は
中
央
.銀
行
化
負
は
し
む
る
だ
、
.

れ
‘ビ
相
應
す
る
额
の『

定 

位
，

一：

貨
幣
.、
多
く
は
即
ち
紙
幣
を
流
通
公
ゥ
引
さ
上
'げ
て
信
用
を
收
縦
す
ぺ
く
、
^

% :
之
を
爲
す
^
.當
つ
て
、
他
の
方 

而
R

補
充
信
用
を
供
與
す
‘ベ
：令
可
能
性
若
し
く
は
意
圆
が
存
在
す
る
か
否
が
.
^顧
み
S

z w

な
か
る
ベ
き
義
務
を
以 

て
し
■て
居
：る
の.で
.あ
る 

o 
ニ 

’
.
：

:'
/
' 

.

.
、
，
 

.

.

般
的
に
言
へ.ば
、；
大
恣
る
中
央
紙
幣
發
.行
鈒
行
.の
指
導
者
達
は
、以
土
.
.の
見
地
を
以
ズ
库
已
：.の
.立

脚

地
ミ
な
：し

、
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八
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ラ
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ソ

ブ

ル

ク

の命
本
位
舞
 

第
八
掘

七
由

而
七
.て
を
れ
か
ら
結
論
を
«|
か
ん
-
ど

: ^
る
の
意
昀
士
有
し
て
居
ら
ぬ
で
あ
ら
:5
9

，
蓋

^

金

塊

本

位

か

ち

金

貨

本

兔

へ
 

の
推
移
-.
§

並
^

金
貨
を
充
分
^

流
通
^

附
す
る
こ
ど
、
は
、
彼
等
に
對
し
て
或
る
種
の
斷
念
を
意
味
し
て
思
る
か
ら 

H

あ
る
.。
.
令
f

本
位
が
法
律
上
樹
立
‘各
れ
.、
而
し
て
彼
.等
.が
，總

ゆ

る

紙

幣

提

出

者
^

«

し

て

要

求

に

應

じ

て

金

®

を 

づ
渡
す
，'へ.
^
;義
務
を
負
は
せ
ら
-5
'

、
や
否
や
、
事
を
決
す
る
も
の
は
最
早
彼
等
自
身
で
'は
^

く
、
寧
ろ
^

n

■は
^

j l 

で

あ

而

し

て

乙

の
‘流
通
^

對
し
て
は
た
C

彼
等
.は
、
奇
の
.，信
用
.政
策
:̂
金
利
政
策
^

を

以

て

自

ら

を

そ

れ

'̂
遛
 

應
せ
し
ひ
る
：ど
沄
ふ
手
段
を
以
て
の
み
、
影
響
を
與
へ
る
‘
t

、ヒ
が
：出
來
る
の
で
あ
る「

共
處
で
彼
等
は
最
弔
一
國
k
 

#

め
.ヵ
^

^
於
け
る
哏
一
の
支
*

者
で
.は
，な
ぐ
、
又
最
早
從
來
.の
-如
き
.範

圃

,^
-
於
；い
て
信
用
領
域
‘の
獨
裁
者
で
も
攻 

s

o 

.
同
|^
^

彼
：等
肽
最
早
今
：1
1
.の
：如
べ
、『
本
位
問
題
^

於
付
る』

.
政
府
の
總
.ゅ
る
.行

動

ビ

念

慢

ど
(<
:

對

し

て

傲

然

た
 

る
干
渉
を
爲
ず
所
0

國
家
內
0
.偫
別
.裁
判
.观
ビ
は
な
ら
ぬ
、.
寧
ろ
を
れ
.が
戰
前
勤
め
て
.居

つ
た

様

な

.賢

任

の

赏

火

で 

は
あ
る
.
.が
：而
ネ
泰%

蓉

役

割

^

復
歸
す
石
の
で
.あ
る
。
金
貨
本
位
の
辯
護
は
紙
幣
發
行
&

行
の
指
鷀
者
^

y
j-つ

て 

は
.

w

-^
'

4
.

の
I
:己
否
定
の
行
爲
を
.意
味
し
T

居
る
の
で
あ
る
。

此

等

.
指

導

者

の
一
人
.
た
ん̂

» 1
« ?
作
O V
H

'^
セ

y 

ン

グ
#

|

另

：
が

そ

の

銀
_

の
最
迸
の
：年

雜1

い
ー
て
；金

貨

本

位

の

或

る

諸

長

所

を

稱

揚

し

て

、

例

へ
ば「

*

1
 

^

8
甘
ら
ォ
た
金
は
危
機
^

|^
し
で
一
酸
^

於
け
る
眼
に
見
え
ざ
る
.準
備
ど
し
て
存
す
る」

.V
J

述
べ
て
@
る
の
み
な 

ら

ず

^

^

¥

&

或̂
^

1

の
金
貨
を
#

«
|'
?

附
し
、
以
:1
:

金
.，
塊

本

位

，
か

ら

金

貨

本

位

；
：
へ

推

移

す

'る
の
©
«
を
開
い 

た
-

!
石
ふ
こ
ビ
は
、

'
愈
ケ
^ ̂

.
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0

0

禁
止
は
#

換
發
生
め
原
闼
较
抑
业
ず
i

艺

比

ょ

れ

る

_

接

的

恭

;6
;
金

本

位. ^

廢
J h

な

本
來
貨
幣
が
本
&

貨
#

择
る
爲
奶
^

«

第
：1
:

 ̂

ど
、
第
.一.
.

1

に
國
家
が
其
の
.支
狒
k
 

常
4

强

制

的

に

宠

用

：す

る

貨

幣

：た

る

乙

ビ

を

要

す

。

國

象

の

貲

幣

制

度

の

内

に

は

必

ず

決

定

的

貨

幣

V
*

換
.的

貨

幣 

•£
0
グ

y
.
前
者
の
場
合
_

家
從
如
何
^

る
方
法
»
於
て
も
之
に
對
し
て
他
の
貨
幣
種
類
を
交
付
す
る
の
義
務
を
負
は 

ざ
る
飞
め
な
令
。
而
L

i:
此
。の

決

定

饰

貨

維

の

ぅ

ち

國

家

が

事

實

上

何

れ

•
.の

食

黹

を

選

機

準

備

し

て
f

の
.支

,#
に
常 

4

强

制

的

钱
1

用̂

る

.か

に

ょ

办

本

位

货

«

幺
決 

ば
、
燠
太
刹
に
於
て
ー
八
七
〇
年
頃
、
 

グ
ル
デ
^

銀

貨

並

：び

妬

兌

紙®
を
欠
け
^.
政
府
紙
幣
が
共
に
決
定
的
貨
幣
な
6

し
.が
、.
常
時
_

家
は
グ
火
デ
ン

< »
«
 

に
で
.支
柳
^

乙
名
を
絕
體
に
忌
避
し
た
る
が
故
^

、
グ
ル
デ
ゾ
銀
貨
は
本
位
貨
幣
に
あ
ち
'
.ず
、
反
之
政
府
紙
幣
は
國
. 

家
が
其
の
支
»

の
爲
め
^

準
_

し
た
る
が
故
に
本
位
貨
幣
な
み
し
な
办
。
今
次
の
兌
換
#
止
を
宣
言
せ
る
國
家
は
勿 

論
.
、
.金
輸
出
及1

S

金
鎔
解
の
禁
龜
を
な
せ
る
國
象

は

、

政

術

紙
.«
、
.
.
鈒

貯

券

の

兌

換

:?
:

間
接
^

禁
业
し
、
而
も
向
已 

め
支
柳
校
常
ぅ
、
：金
貨
を
充
用
す
る
の
意
全
然
な
く
、
不
換
紙
幣
を
充
用
す
べ
く
決
意
し
た
る
が
故

に

、最
早
金
本
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